
は
じ
め
に

奈
良
県
・
山
上
ヶ
岳
山
頂
の
大
峯
山
寺
山
上
本
堂
周
辺
に
お
い
て
、
主
に
平

安
時
代
に
営
ま
れ
た
複
数
の
経
塚
を
総
称
し
て
金
峯
山
経
塚
と
い
う
。

本
稿
で
報
告
す
る
紺
紙
金
字
経
は
、
近
年
、
金
峯
山
寺
内
か
ら
発
見
さ
れ
た

全
一
九
二
紙
を
数
え
る
大
部
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
文
化
庁
文
化

財
第
一
課
書
跡
・
典
籍
部
門
と
奈
良
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課
が
担
当
し
（
1
）、

糊
離
れ
し
て
混
乱
し
て
い
た
経
典
の
各
料
紙
が
、
い
ず
れ
の
経
典
の
ど
の
箇
所

に
該
当
す
る
か
確
認
す
る
と
共
に
筆
者
の
同
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
所
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
藤
原
道
長
と
曽
孫
の
藤
原
師
通
が
書
写
・
埋
納
し
た
紺
紙
金
字

経
に
つ
い
て
も
同
様
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
全

一
九
二
紙
は
全
て
既
に
知
ら
れ
て
い
る
金
峯
山
経
塚
出
土
の
道
長
・
師
通
筆
埋

納
経
と
元
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
道
長
筆
が
一
〇
六
紙
、
師
通
筆
が
八
五
紙

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
文
字
の
無
い
巻
末
の
軸
付
紙
一
紙
が

あ
る
。
な
お
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
の
は
、
経
典
の
他
に
経
帙
一
帙
、
経
軸
五

本
、
軸
端
三
箇
が
あ
る
。

ま
た
、
経
典
の
金
字
、
界
線
、
軸
端
の
材
質
に
つ
い
て
は
、
荒
木
が
蛍
光
エ

ッ
ク
ス
線
分
析
を
行
い
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
本
稿
第
三
節
で
詳
述
す
る
。

第
一
節

既
知
の
藤
原
道
長
・
師
通
筆
埋
納
経
の
概
要
に
つ
い
て

金
峯
山
経
塚
出
土
の
遺
物
に
つ
い
て
は
石
田
茂
作
・
矢
島
恭
介
『
金
峯
山
経

塚
遺
物
の
研
究
』（
帝
室
博
物
館
学
報
八
、
一
九
三
七
年
）
が
あ
り
、
紺
紙
金
字
経

や
経
箱
に
つ
い
て
も
基
礎
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
に
導
か
れ

な
が
ら
、
以
下
に
道
長
・
師
通
筆
埋
納
経
の
概
要
を
述
べ
る
。

金
峯
山
経
塚
の
う
ち
で
、
年
紀
の
分
か
る
確
実
な
例
と
し
て
は
藤
原
道
長

（
九
六
六
〜
一
〇
二
七
）
の
埋
経
が
最
古
で
あ
る
。
道
長
は
、
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇

七
）
八
月
十
一
日
、
金
峯
山
に
参
詣
し
山
上
の
本
堂
の
前
に
立
て
た
金
銅
灯
籠

の
下
に
経
を
経
筒
に
納
め
て
埋
納
し
た
。
こ
の
経
筒
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

出
土
と
伝
え
ら
れ
て
現
存
し
て
お
り
、
金
銅
藤
原
道
長
経
筒
（
金
峯
神
社
所
蔵
、

明
治
三
十
五
年
重
要
文
化
財
指
定
、
昭
和
二
十
七
年
国
宝
指
定
）
と
し
て
国
宝
指
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
筒
の
銘
文
か
ら
、
道
長
が
埋
納
し
た
経
典
は
自
ら
書
写

し
た
一
五
巻
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
「
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
、
無
量
義
経
、

観
普
賢
経
各
一
巻
、
阿
弥
陀
経
一
巻
、
弥
勒
上
生
下
生
成
仏
経
各
一
巻
、
般
若

心
経
一
巻
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、「
法
華
経
」
は
「
先
年
奉
書
」
し
た
も
の
だ

が
参
詣
が
か
な
わ
ず
京
洛
に
於
い
て
供
養
し
た
も
の
で
、「
阿
弥
陀
経
」
と
「
弥

勒
経
」
は
「
此
度
奉
書
」
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
経
典
の

奥
書
か
ら
も
「
先
年
」
は
長
徳
四
年
（
九
九
八
）、「
此
度
」
は
寛
弘
四
年
に
当
た

―
調
査
報
告
―

金
峯
山
寺
所
有

新
出
の
金
峯
山
経
塚
出
土
紺
紙
金
字
経
に
つ
い
て

藤
田

励
夫
・
荒
木

臣
紀
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る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
道
長
の
曽
孫
に
あ
た
る
藤
原
師
通
（
一
〇
六
二
〜
九
九
）
は
、
寛
治
二

年
（
一
〇
八
八
）
七
月
と
同
四
年
八
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
金
峯
山
に
詣
で
て
埋

経
し
た
。
紙
本
墨
書
藤
原
師
通
願
文
（
寛
治
二
年
七
月
廿
七
日
）（
昭
和
十
四
年
重

要
文
化
財
指
定
）
に
よ
る
と
、
寛
治
二
年
に
は
「
金
泥
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
、

無
量
義
経
、
観
普
賢
経
、
般
若
心
経
、
金
剛
寿
命
経
各
一
巻
」
計
一
二
巻
を
「
銅

函
」
に
納
め
て
埋
納
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
各
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

師
通
願
経
は
、
明
治
時
代
の
神
仏
分
離
以
前
に
出
土
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て

い
る
。

道
長
以
降
、
曽
孫
の
師
通
以
外
に
も
子
の
頼
通
、
白
河
上
皇
な
ど
が
金
峯
山

に
参
詣
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
埋
納
し
た
と
思
し
き
遺
物
は
各

所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
紺
紙
金
字
経
は
道
長
と
師
通
埋
納
の
も

の
だ
け
が
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
も
の
も
含
め
て
、
既
知

の
も
の
に
新
出
の
も
の
を
合
わ
せ
て
知
り
う
る
限
り
の
紺
紙
金
字
経
三
二
二
紙

に
つ
い
て
、
表
1
に
一
覧
と
し
て
か
か
げ
て
お
い
た
。
こ
れ
ら
の
紺
紙
金
字
経

は
一
部
の
料
紙
を
欠
い
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
く
、
欠
失
箇
所
は
す
で
に
滅

失
し
て
し
ま
っ
た
か
、
何
処
か
に
秘
匿
さ
れ
て
い
て
再
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
箇
所
で
あ
る
。
な
お
、
表
一
に
か
か
げ
た
紺
紙
金
字
経
に
は
重
複
箇
所
は

皆
無
で
あ
り
、
経
文
か
ら
料
紙
の
前
後
に
互
い
に
接
続
す
る
こ
と
が
確
実
な
も

の
が
多
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
筆
跡
か
ら
も
こ
れ
ら
が
金
銅
藤
原
道
長
経
筒

の
銘
文
や
藤
原
師
通
願
文
に
記
さ
れ
る
と
お
り
、
道
長
と
師
通
の
自
筆
で
あ
る

こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

金
峯
山
経
塚
出
土
の
主
な
経
典
、
経
箱
等
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
道
長
の
経

筒
の
他
に
も
国
指
定
品
だ
け
で
も
次
の
も
の
が
あ
る
。

①
国
宝
・
大
和
国
金
峯
山
経
塚
出
土
品
（
金
峯
山
寺
所
蔵
、
明
治
三
十
四
年
重
要
文

化
財
指
定
、
昭
和
二
十
七
年
国
宝
指
定
、
考
古
資
料
）

金
銀
鍍
双
鳥
宝
相
華
文
経
箱
一
合
と
金
銅
経
箱
（
台
付
）
二
合
、
お
よ
び
附

指
定
と
し
て
紺
紙
金
字
法
華
経
七
紙
、
紺
紙
金
字
観
普
賢
経
二
紙
、
経
軸
二

本
か
ら
成
っ
て
い
る
。
附
指
定
の
紺
紙
金
字
経
九
紙
は
い
ず
れ
も
師
通
願
経

で
あ
る
が
、
本
指
定
の
経
箱
三
合
の
う
ち
の
い
ず
れ
も
師
通
願
経
の
経
箱
で

あ
る
と
は
特
定
で
き
な
い
。
経
軸
の
う
ち
一
本
は
鍍
銀
八
角
軸
で
あ
る
が
、

一
本
は
金
銅
撥
型
軸
で
師
通
願
経
よ
り
や
や
時
代
が
下
が
る
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
金
銀
鍍
双
鳥
宝
相
華
文
経
箱
は
白
河
上
皇
が
寛
治
六
年
（
一
〇
九

二
）
七
月
十
三
日
に
埋
納
し
た
と
す
る
説
が
あ
る
（
2
）。

②
重
要
文
化
財
・
大
和
国
金
峯
山
経
塚
出
土
品
（
金
峯
神
社
所
蔵
、
昭
和
二
十
八

年
指
定
、
考
古
資
料
）

鍍
銀
経
箱
一
合
、
金
銅
経
箱
台
残
闕
一
枚
、
紺
紙
金
字
法
華
経
の
残
闕
ほ

か
無
量
義
経
、
弥
勒
上
生
経
、
弥
勒
下
生
経
の
残
闕
等
か
ら
成
っ
て
い
る
。

道
長
願
経
五
六
紙
と
師
通
願
経
二
三
紙
が
あ
り
全
七
九
紙
で
あ
る
。

③
重
要
文
化
財
・
大
和
金
峯
山
経
塚
出
土
品
（
五
島
美
術
館
所
蔵
、
昭
和
三
十
年

指
定
、
考
古
資
料
）

紺
紙
金
字
仏
説
弥
勒
成
仏
経
殘
闕
、
法
華
経
巻
六
残
闕
、
無
量
義
経
残
闕

か
ら
成
っ
て
お
り
全
一
八
紙
、
い
ず
れ
も
道
長
願
経
で
あ
る
。

④
重
要
文
化
財
・
大
和
金
峯
山
経
塚
出
土
法
華
経
巻
一
残
闕
（
東
京
国
立
博
物

館
保
管
、
昭
和
三
十
年
指
定
、
考
古
資
料
）

道
長
願
経
三
紙
で
、
長
徳
四
年
の
奥
書
が
あ
る
巻
末
箇
所
で
あ
る
。

⑤
重
要
文
化
財
・
紺
紙
金
字
法
華
経
〈
巻
第
八
断
簡
〉（
京
都
国
立
博
物
館
保
管
、

昭
和
十
四
年
指
定
、
書
跡
・
典
籍
）

師
通
願
経
全
九
紙
で
あ
り
、
巻
末
に
は
寛
治
二
年
七
月
廿
七
日
の
師
通
奥

書
が
あ
る
（
3
）。
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第
二
節

新
出
の
藤
原
道
長
・
師
通
筆
埋
納
経
に
つ
い
て

本
調
査
報
告
で
取
り
上
げ
る
紺
紙
金
字
経
等
は
、
金
峯
山
寺
内
か
ら
近
年
発

見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
六
〇
紙
（
道
長
筆
四
〇
紙
、

師
通
筆
二
〇
紙
）
は
昭
和
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
金
峯
山
経
塚
遺
物
の
研
究
』

に
そ
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
前
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の

後
、
所
在
不
明
に
な
っ
て
い
た
と
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
同
書
に
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
金
峯
山
寺
所
有
の
新
出
経
典
は
一
三
二
紙
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら

を
合
わ
せ
て
の
紙
数
は
一
九
二
紙
（
4
）と
な
り
、
表
一
の
全
三
二
二
紙
の
う
ち
で
大

き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
経
典
の
ほ
か
全
て
の
新
出
（
正
し
く
は
再
発

見
）
の
経
帙
、
経
軸
、
軸
端
も
同
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
金
峯
山
経
塚
遺
物
の
研
究
』
未
掲
載
の
観
普
賢
経
と
阿
弥
陀
経
に
は
和
紙

の
包
紙
が
つ
け
ら
れ
、「
昭
和
廿
二
年
四
月
八
日
調
査
」
と
い
う
墨
書
が
認
め
ら

れ
た
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
二
年
に
も
調
査
の
手
が
入
っ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
別
に
巻
数
等
を
墨
書
し
た
小
札
が
付
け
ら

れ
た
経
典
も
あ
っ
た
。
小
札
等
の
残
り
具
合
を
み
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
は
『
金

峯
山
経
塚
遺
物
の
研
究
』
編
纂
時
に
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

新
出
の
道
長
筆
一
〇
六
紙
は
巻
数
に
し
て
九
巻
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
法
華

経
巻
第
一
、
二
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
観
普
賢
経
、
阿
弥
陀
経
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
料
紙
の
下
半
が
欠
失
し
て
い
て
、
縦
は
最
大
一
五
・
五
糎
で

あ
る
。
紺
紙
に
金
界
を
施
し
た
料
紙
に
金
泥
で
一
筆
書
写
さ
れ
て
い
る
。
金
字

は
発
色
が
よ
く
、
多
く
が
紙
背
に
裏
写
り
し
て
い
る
。
界
線
に
は
目
視
で
は
銀

色
に
見
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
第
三
節
で
述
べ
る
調
査
結
果
か
ら
金
界
と
判
断

し
て
お
く
。

法
華
経
巻
第
五
と
八
、
観
普
賢
経
に
は
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
の
奥
書
（
図

1
）
が
あ
る
。
経
筒
銘
に
は
「
法
華
経
」
は
「
先
年
奉
書
」
し
た
と
あ
る
が
、
金

峯
神
社
所
有
の
無
量
義
経
に
も
長
徳
四
年
の
奥
書
が
あ
る
の
で
、
経
筒
銘
に
い

う
「
法
華
経
」
は
開
結
二
経
を
含
む
法
華
三
部
経
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

阿
弥
陀
経
に
は
寛
弘
四
年
の
奥
書
（
図
2
）
が
あ
り
、
経
筒
銘
ど
お
り
埋
納
の
年

に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
奥
書
釈
文
は
後
掲
し
た
。
法
華

経
巻
第
二
に
は
表
紙
の
一
部
が
あ
り
、
一
部
は
巻
か
れ
た
状
態
で
固
着
し
、
料

紙
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
。
表
紙
に
宝
相
華
唐
草
文
、
見
返
に
飛
天
、
楽
器
、

仏
の
顔
と
光
背
、
右
手
が
金
泥
で
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
観
普
賢
経
と
阿
弥

陀
経
は
表
紙
は
欠
く
も
の
の
本
文
全
紙
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
と
し
て
特

筆
さ
れ
る
。

長
徳
四
年
書
写
の
法
華
経
、
観
普
賢
経
と
寛
弘
四
年
書
写
の
阿
弥
陀
経
を
比

較
す
る
と
、
前
者
に
比
べ
て
阿
弥
陀
経
は
料
紙
の
紺
色
が
濃
く
、
金
字
の
発
色

が
よ
い
。
簀
の
目
は
、
法
華
経
、
観
音
賢
経
は
一
寸
に
一
八
か
ら
一
九
本
程
度

で
、
よ
く
叩
解
さ
れ
て
い
な
い
繊
維
束
が
多
数
観
察
で
き
る
。
阿
弥
陀
経
に
つ

い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
紙
厚
は
、
法
華
経
は
○
・
〇
四
か
ら
〇
七
粍
程
度

で
あ
る
が
、
阿
弥
陀
経
は
○
・
二
粍
程
度
を
計
測
で
き
る
箇
所
も
あ
り
法
華
経

に
比
べ
て
厚
手
で
あ
る
。
紙
継
幅
は
い
ず
れ
も
三
粍
弱
で
あ
る
。

本
文
文
字
に
つ
い
て
は
、
各
経
典
か
ら
同
じ
字
を
選
ん
で
比
較
を
試
み
た
。

道
長
筆
に
つ
い
て
は
、「
時
」（
図
3
）
と
「
説
」（
図
4
）
を
三
字
ず
つ
図
版
に
あ

げ
た
。「
時
」
は
、
左
は
法
華
経
巻
八
（
一
紙
目
七
行
目
三
字
目
）、
中
は
観
普
賢

経
（
一
〇
紙
目
七
行
目
二
字
目
）、
右
は
阿
弥
陀
経
（
二
紙
目
三
行
目
三
字
目
）
か
ら

集
字
し
た
。
左
と
中
は
よ
く
似
て
い
る
が
、
右
は
約
十
年
の
開
き
が
あ
り
や
や

異
な
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
最
終
画
の
撥
ね
に
同
様
の
特
徴
が
あ
る
。

「
説
」
は
左
は
法
華
経
巻
一
（
六
紙
目
九
行
目
二
字
目
）、
中
は
法
華
経
巻
七
（
九

行
目
一
〇
行
目
二
字
目
）、
右
は
阿
弥
陀
経
（
五
紙
目
尾
題
二
字
目
）
か
ら
集
字
し
た
。
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図4 藤原道長筆「説」

図6 藤原師通筆「是」

図1 藤原道長筆 法華経巻八巻末奥書

図2 藤原道長筆 阿弥陀経巻末奥書

図3 藤原道長筆「時」

図5 藤原師通筆「為」
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図8 経軸

図7 藤原師通筆 法華経巻五巻末

図9 経帙

図10 附属裂
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左
・
中
と
右
で
は
、
や
は
り
や
や
異
な
る
印
象
を
受
け
る
が
、
二
画
目
の
長
く

伸
び
た
横
線
や
最
終
画
の
撥
ね
に
同
様
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
字
形
か

ら
み
て
も
、
経
筒
銘
文
に
あ
る
と
お
り
道
長
が
一
筆
書
写
し
た
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。

師
通
筆
八
五
紙
は
巻
数
に
し
て
同
じ
く
九
巻
に
分
か
れ
る
。
そ
の
内
訳
は
法

華
経
巻
第
一
、
二
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
無
量
義
経
、
観
普
賢
経
で
あ
る
。

料
紙
の
天
地
は
お
お
む
ね
残
っ
て
い
て
、
縦
は
最
大
二
七
・
八
糎
に
な
る
。
紺

紙
に
金
界
を
施
し
、
金
泥
で
一
筆
書
写
さ
れ
て
い
る
。
道
長
願
経
に
比
べ
て
金

字
の
発
色
は
鈍
く
、
紺
紙
の
色
も
薄
い
。
全
て
の
料
紙
紙
背
に
金
字
が
裏
写
り

し
て
い
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。
巻
末
が
残
る
巻
で
は
、
巻
末
近
く
の
料
紙
に
上

下
に
白
く
な
っ
た
箇
所
が
連
続
し
て
認
め
ら
れ
る
（
図
7
）。
上
は
長
方
形
、
下

は
上
部
が
丸
味
を
帯
び
、
縦
に
互
い
違
い
に
な
る
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。
本
経

の
よ
う
に
念
を
入
れ
て
書
写
さ
れ
た
経
典
で
あ
れ
ば
一
本
軸
の
使
用
が
予
想
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
白
い
箇
所
は
合
せ
軸
を
使
用
し
た
跡
で
あ
る
。
天
永
四
年

（
一
一
一
三
）
の
高
野
山
奥
院
経
塚
遺
物
の
紺
紙
金
字
経
は
合
せ
軸
を
用
い
て

お
り
、
経
巻
の
巻
末
に
同
様
の
痕
跡
が
あ
る
。
な
お
、
⑤
京
都
国
立
博
物
館
保

管
の
紺
紙
金
字
法
華
経
〈
巻
第
八
断
簡
〉
に
は
、
寛
治
二
年
七
月
廿
七
日
の
師

通
奥
書
（
後
掲
参
考
史
料
）
が
あ
る
。
新
た
に
発
見
さ
れ
た
紺
紙
金
字
経
は
、
奥

書
の
あ
る
こ
の
経
巻
と
同
様
の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
寛
治
二
年
師
通
書
写
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
華
経
巻
八
は
、
第
八
紙
か
ら
第
一
六
紙
が
あ
り
、
京
都
国
立
博
物
館
保
管

分
と
合
わ
せ
る
と
表
紙
か
ら
巻
末
ま
で
が
完
存
し
て
い
る
。
金
峯
山
寺
所
有
の

同
巻
の
料
紙
は
極
め
て
保
存
が
良
く
欠
失
箇
所
が
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
な
い
点
は
特

筆
す
べ
き
で
あ
る
。

師
通
願
経
の
簀
の
目
、
紙
厚
、
継
目
幅
は
道
長
願
経
の
法
華
経
等
と
大
差
な

い
。
な
お
印
文
不
明
の
朱
方
印
（
縦
横
二
・
八
糎
）
が
捺
さ
れ
た
料
紙
も
あ
る
。

紙
背
に
多
い
が
表
に
捺
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。
多
く
は
料
紙
整
形
時
に
一
部
を

切
断
さ
れ
て
い
る
。

本
文
文
字
に
つ
い
て
は
、「
為
」（
図
5
）
と
「
是
」（
図
6
）
を
図
版
に
あ
げ
た
。

「
為
」
は
、
左
は
法
華
経
巻
五
（
一
三
紙
目
二
六
行
目
三
字
目
）、
中
は
法
華
経
巻

八
（
一
一
紙
目
一
三
行
目
二
字
目
）、
右
は
法
華
経
巻
六
（
八
紙
目
五
行
目
四
字
目
）

か
ら
集
字
し
た
。「
是
」
は
、
左
は
法
華
経
巻
二
（
八
紙
目
一
五
行
目
一
〇
字
目
）、

中
は
法
華
経
巻
八
（
一
三
紙
目
二
行
目
五
字
目
）、
右
は
法
華
経
巻
七
（
六
紙
目
八

行
目
一
字
目
）
か
ら
集
字
し
た
。
い
ず
れ
も
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
字
形

に
は
同
様
の
特
徴
が
あ
り
、
藤
原
師
通
願
文
に
あ
る
と
お
り
師
通
が
一
筆
書
写

し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

経
軸
（
図
8
）
五
本
の
う
ち
三
本
は
、
①
国
宝
・
大
和
国
金
峯
山
経
塚
出
土
品

の
附
指
定
で
あ
っ
た
鍍
銀
八
角
軸
と
同
様
の
も
の
で
、
う
ち
二
本
は
片
方
の
軸

端
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
木
軸
の
中
程
ま
で
が
黒
ず
ん
で
お
り
、
道
長
筆

の
経
典
の
全
て
が
下
半
を
欠
失
し
て
い
る
の
と
対
応
し
て
い
て
道
長
願
経
の
経

軸
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
他
の
一
本
は
、
や
は
り
国
宝
の
附
指
定
で
あ
っ

た
金
銅
撥
型
軸
と
同
様
で
あ
り
、
片
方
の
軸
端
を
欠
く
。
も
う
一
本
は
そ
れ
と

同
寸
で
あ
る
が
両
軸
端
を
欠
く
。
軸
端
三
箇
の
う
ち
二
箇
は
経
軸
に
付
い
て
い

る
の
と
同
様
の
金
銅
撥
型
で
あ
り
、
も
う
一
箇
は
円
筒
型
で
あ
る
。

経
帙
（
図
9
）
は
、
色
糸
を
も
じ
っ
て
黒
い
竹
籤
を
編
ん
だ
も
の
で
菱
繋
文
様

が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
綾
地
の
錦
断
片
（
図
10
）
は
遼
ま
た
は
平
安
時
代
の
も

の
と
み
ら
れ
経
帙
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
竹
籤
を
編

ん
だ
経
帙
は
現
存
例
が
少
な
い
が
、
古
く
は
正
倉
院
の
天
平
十
四
年
（
七
四
二
）

最
勝
王
経
帙
が
あ
る
。
経
塚
出
土
の
も
の
で
は
、
前
述
の
高
野
山
奥
院
経
塚
遺

物
の
経
帙
が
あ
る
。
本
経
帙
も
道
長
願
経
と
同
じ
く
半
分
が
ほ
ぼ
欠
失
し
て
い
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る
。
な
お
、
経
軸
、
軸
端
、
経
帙
の
基
本
デ
ー
タ
は
表
二
に
ま
と
め
た
。

道
長
願
経
、
経
軸
、
経
帙
は
同
じ
く
ほ
ぼ
半
分
が
欠
失
し
た
り
黒
ず
ん
だ
り

し
て
い
る
。
こ
れ
は
経
筒
の
中
に
立
て
て
納
入
さ
れ
、
半
分
近
く
が
損
傷
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
経
筒
の
内
面
を
観
察
す
る
と
、
経
筒
の
上
半
分
と
蓋
裏
の
一

部
に
白
い
固
着
物
が
あ
り
、
経
典
や
経
帙
の
一
部
が
傷
ん
で
固
着
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
三
宅
敏
之
氏
も
こ
の
状
況
を
指
摘
し
、
ま
た
、「
経
筒
内
に
お
け

る
経
巻
の
保
存
状
態
は
、
埋
納
の
状
況
な
ど
に
よ
り
必
ず
し
も
一
様
と
は
言
い

難
い
が
、
実
例
か
ら
推
す
と
概
し
て
上
部
か
ら
朽
損
し
は
じ
め
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
5
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
道
長
願
経
は
、
上
下
逆

さ
ま
に
経
筒
に
収
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
銅
イ
オ
ン
が
防
腐
作
用
を
も
つ
と
い
う
説
も
あ
る
が
（
6
）、
第
三
節
で
は

計
測
し
た
全
て
の
遺
物
か
ら
銅
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
銅
筒
等
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
道
長
願
経
、
師
通
願
経
等
が
残

っ
た
原
因
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
道
長
願
経
は
天
の
小
口
や
経
文
上
に

緑
の
物
質
が
付
着
し
、
一
部
は
茶
変
し
て
い
る
の
が
観
察
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
道
長
の
銘
文
が
あ
る
経
筒
に
道
長
願
経
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
直
径
一
五
・
三
糎
の
経
筒
に
一
五
巻
も

の
経
典
が
経
帙
に
包
ま
れ
た
状
態
で
入
る
の
か
ど
う
か
、
疑
問
を
感
じ
な
い
で

は
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
道
長
筆
の
経
典
に
は
金
字
が
よ
く
裏
写
り
し

て
い
る
。
文
字
だ
け
で
な
く
紙
継
目
の
凹
凸
も
紙
背
に
痕
跡
を
確
認
で
き
る
。

そ
こ
で
、
紙
背
の
痕
跡
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
巻
子
の
円
周
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
巻
子
の
直
径
を
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
法
華

経
巻
一
で
は
直
径
三
・
二
糎
ほ
ど
、
阿
弥
陀
経
だ
と
直
径
二
・
二
糎
ほ
ど
に
な

る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
も
、
経
筒
は
一
五
巻
を
納
め
る
に
充

分
な
容
量
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

第
三
節

蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
結
果

昨
今
、
肉
眼
で
は
金
色
に
見
え
る
描
画
や
文
字
な
ど
で
金
以
外
の
金
属
が
用

い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
金
字
の
部
分
を
中

心
に
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
に
よ
る
材
質
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
今
回

測
定
し
た
道
長
願
経
、
師
通
願
経
の
金
字
か
ら
は
金
（
Au
）
が
検
出
さ
れ
て
い

た
。
な
お
、
各
測
定
点
で
台
に
用
い
た
机
か
ら
チ
タ
ン
（
Ti
）
、
鉄
（
Fe
）
、
亜
鉛

（
Zn
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
解
析
対
象
か
ら
外
し
た
。

測定日：2022年8月
29日（快晴）
測定場所：金峯山
寺事務所2F。
事務机上に薄葉紙
を敷いた上に作品
を設置。

測定機器：
SPECTRO
xSORT
Combi XHH03
（アメテック社）

管電流：50[μA]
管電圧：50[kV]
測定時間：30[s]
管球：ロジウム
メソッド：スタン
ダード

測定距離：約1[mm]

（
一
）
測
定
結
果

主な検出元素

水銀

金

金

金

金

金

金

金

金

銀

銀

銅

銅

銅

銅

銅

銅

銅

銅

銅

銅

鉄

鉄

測定箇所

道長筆法華経巻八の
金字「時」

道長筆法華経巻八の
紙

道長筆阿弥陀経金字
「願」

道長筆阿弥陀経の紙

道長筆法華経巻二
界線

師通筆法華経巻一
「是」

師通筆法華経巻七
「経」

軸端（八角）

軸端（撥型）

経帙（竹部分）

測定
番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

主な検出元素一覧 測定方法等
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測定1：藤原道長筆 法華経巻八「時」

測定箇所画像（左）と蛍光Ｘ線スペクトル（右）

測定2：藤原道長筆 法華経巻八の紙

測定箇所画像（左）と蛍光Ｘ線スペクトル（右）

測定3：藤原道長筆 阿弥陀経「願」

測定箇所画像（左）と蛍光Ｘ線スペクトル（右）
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測定4：藤原道長筆 阿弥陀経の紙

測定箇所画像（左）と蛍光Ｘ線スペクトル（右）

測定5：藤原道長筆 法華経巻二界線

測定箇所画像（左）と蛍光Ｘ線スペクトル（右）

測定6：藤原師通筆 法華経巻一「是」

測定箇所画像（左）と蛍光Ｘ線スペクトル（右）
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測定7：藤原師通筆 法華経巻七「経」

測定箇所画像（左）と蛍光Ｘ線スペクトル（右）

測定8：軸端（八角）

測定箇所画像（左）と蛍光Ｘ線スペクトル（右）

測定9：軸端（撥型）

測定箇所画像（左）と蛍光Ｘ線スペクトル（右）
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（
二
）
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
ス
ペ
ク
ト
ル
解
析
の
所
見

本
紙
の
全
て
の
箇
所
か
ら
銅
（
Cu
）
が
検
出
し
て
お
り
、
銅
製
（
7
）と
言
わ
れ
る

経
筒
に
収
め
ら
れ
て
い
た
経
緯
を
考
慮
す
る
と
土
中
に
埋
納
さ
れ
て
い
る
間
に

経
筒
内
に
発
生
、
も
し
く
は
侵
入
し
た
水
に
よ
っ
て
経
筒
か
ら
移
っ
て
き
た
成

分
で
あ
る
と
考
え
る
。
金
字
の
成
分
は
予
想
通
り
金
（
Au
）
が
検
出
さ
て
お
り
、

金
泥
が
用
い
ら
れ
て
い
る
事
が
判
っ
た
。
測
定
箇
所
4
の
紙
か
ら
も
金
（
Au
）

が
微
量
に
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
ス
ペ
ク
ト
ル
を
忠
実
に
判
断
し
た
結

果
で
あ
り
、
肉
眼
で
は
金
の
存
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
事
か
ら
経
年
に
よ
り

金
字
の
部
分
か
ら
移
動
し
て
い
た
微
量
の
金
が
測
定
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
た
た

め
に
検
出
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
今
後
、
同
部
分
の
顕
微
鏡
観
察
な
ど
に
よ

っ
て
更
に
分
析
結
果
の
精
度
を
上
げ
る
事
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

金
字
（
Au
）
の
測
定
箇
所
で
得
ら
れ
た
蛍
光
Ｘ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
は
銀
（
Ag
）
の
存

在
を
予
見
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
詳
細
を
調
べ
た
が
銀
（
Ag
）
の
存
在
を

肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
軸
先
に
関
し
て
は
八
角
形
の
軸
と

撥
型
の
軸
で
は
表
面
の
加
工
方
法
に
違
い
が
あ
っ
た
。
両
方
の
軸
先
か
ら
銅

（
Cu
）
と
銀
（
Ag
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
撥
型
の
軸
先
か
ら
だ
け
水
銀

（
Hg
）
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
撥
型
の
軸
先
は
鍍
金
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
っ
た
。

結

び

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
新
出
の
紺
紙
金
字
経
は
、
藤
原
道
長
と
師

通
に
よ
る
極
め
て
著
名
な
金
峯
山
経
塚
埋
納
経
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
つ
ま
り
既
知
の
経
典
と
同
じ
特
徴
を
有
し
、
そ
れ
ら
と
重
複
な
く

接
続
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
既
知
の
経
典
を
大
き

測定10：経帙（竹部分）

測定箇所画像（左）と蛍光Ｘ線スペクトル（右）
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く
上
回
る
大
部
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
報
告
す
る

調
査
は
そ
れ
ら
の
実
証
の
た
め
に
実
施
さ
れ
、
本
稿
で
は
調
査
で
得
ら
れ
た
基

礎
的
な
デ
ー
タ
を
示
す
と
共
に
少
々
の
新
知
見
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
本
調
査
の
成
果
を
得
て
、
新
出
の
紺
紙
金
字
経
を
重
要
文
化
財
に
指

定
す
る
と
い
う
答
申
が
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
十
一
月
十
八
日
に
文
化
審
議

会
か
ら
文
部
科
学
大
臣
へ
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
指
定
の
内
訳
は
、

金
峯
山
寺
が
所
有
す
る
前
述
の
①
国
宝
・
大
和
国
金
峯
山
経
塚
出
土
品
か
ら
、

附
指
定
で
あ
っ
た
紺
紙
金
字
経
九
紙
と
経
軸
二
本
を
分
割
し
、
新
出
の
紺
紙
金

字
経
一
九
二
紙
の
う
ち
文
字
の
無
い
一
紙
を
除
い
た
一
九
一
紙
を
追
加
し
た
計

二
〇
〇
紙
と
、
附
指
定
と
し
て
経
帙
一
帙
、
経
軸
七
本
（
う
ち
二
本
は
①
国
宝
か

ら
分
割
）、
軸
端
三
箇
で
あ
る
（
8
）。

注（
1
）
文
化
庁
か
ら
は
藤
田
励
夫
、
佐
藤
健
治
、
岡
村
一
幸
、
宮
田
直
樹
、
青
木
一
貴
、

奈
良
県
か
ら
は
山
田
淳
平
が
調
査
に
参
加
し
た
。

（
2
）
三
宅
敏
之
「
金
峯
山
経
塚
出
土
の
『
金
銀
花
鳥
唐
草
毛
彫
経
箱
』
に
つ
い
て
」『
木

代
修
一
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
』
第
三
巻
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
七
年
。
の
ち

に
、「
奈
良
・
金
峯
山
経
塚
出
土
の
金
銀
花
鳥
唐
草
毛
彫
経
箱
」
と
改
題
し
て
『
経

塚
論
攷
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
）
所
収
。

（
3
）
金
峯
山
経
塚
出
土
の
師
通
の
奥
書
と
し
て
現
存
唯
一
で
あ
り
、
参
考
史
料
と
し
て

後
掲
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
他
、
埋
経
に
関
わ
る
指
定
品
と
し
て
は
、
重
要
文
化
財
・
大

和
金
峯
山
山
頂
出
土
（
東
京
国
立
博
物
館
保
管
、
昭
和
三
十
五
年
指
定
、
考
古
資

料
）
に
は
、
其
他
銅
経
筒
、
仏
像
、
鏡
像
、
懸
仏
銅
鏡
等
残
欠
一
括
が
あ
る
。
ま

た
、
重
要
文
化
財
・
奈
良
県
大
峯
山
頂
遺
跡
出
土
品
（
大
峯
山
寺
所
蔵
、
平
成
三

年
指
定
、
考
古
資
料
）
に
は
銅
経
筒
残
欠
一
括
、
経
巻
軸
頭
二
一
七
箇
が
あ
る
。

（
4
）
こ
れ
ら
の
う
ち
師
通
願
経
七
片
は
、
発
見
時
期
が
早
か
っ
た
た
め
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
七
片
の
う
ち
四
片
は
各
一
紙
分
で
、
別
の
二
片
は
接

合
し
て
一
紙
分
と
な
り
、
残
る
一
片
は
後
か
ら
発
見
さ
れ
た
紙
片
と
接
合
し
て
一

紙
分
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
五
紙
分
と
一
片
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
5
）
三
宅
敏
之
「
藤
原
道
長
の
埋
経
」
平
安
博
物
館
研
究
部
編
『
角
田
文
衞
博
士
古
稀

記
念
古
代
学
叢
論
』
一
九
八
三
年
。
の
ち
に
注
2
『
経
塚
論
攷
』
所
収
。

（
6
）
杉
山
洋
『
浄
土
へ
の
祈
り

経
塚
が
語
る
永
遠
の
世
界
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九

四
年
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
石
田
茂
作
・
矢
島
恭
介
『
金
峯
山
経
塚
遺
物
の
研
究
』
帝
室
博
物
館
学
報
八
、
一

九
三
七
年
。

（
8
）
国
宝
・
大
和
国
金
峯
山
経
塚
出
土
品
は
考
古
資
料
部
門
の
指
定
で
、
こ
れ
に
含
ま

れ
る
紺
紙
金
字
経
は
師
通
願
経
九
紙
の
み
で
あ
り
、
経
箱
三
箱
の
附
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
指
定
の
経
箱
三
箱
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
師
通
の
経
箱
で

あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
江
戸
時
代
に
発
見
さ
れ
た
状
況
は
記
録
が
無

い
の
で
、
今
後
、
解
明
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

経
箱
三
箱
と
紺
紙
金
字
経
九
紙
を
一
括
の
指
定
に
し
て
お
く
こ
と
に
必
然
性
が
薄

い
と
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
比
し
て
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
紺
紙
金
字
経
は
現
存

す
る
な
か
で
最
大
の
規
模
を
誇
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
国
指
定
文
化
財
に
指

定
す
る
場
合
、
経
箱
の
附
指
定
と
し
て
追
加
指
定
す
る
よ
り
も
、
経
典
単
独
で
書

跡
・
典
籍
部
門
の
文
化
財
と
し
て
評
価
す
る
方
が
相
応
し
い
と
認
め
ら
れ
た
。

参
考
史
料

奥
書

（
法
華
経
巻
第
五
（
藤
原
道
長
筆
））

長
徳
四
年
﹇

金
剛
蔵
王
﹇

願
以
此
功
徳
命
終
之
﹇

随
従
弥
勒
慈
尊
聴
聞
﹇

提
行
同
引
攝
法
界
﹇

（
法
華
経
巻
第
八
（
藤
原
道
長
筆
））

長
徳
四
年
﹇

峯
山
金
﹇

願
以
此
功
﹇

極
楽
浄
﹇

五
時
説
﹇

同
引
攝
﹇
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左
大
﹇

（
観
普
賢
経
（
藤
原
道
長
筆
））

願
以
書
此
経
功
徳
命[

浄
土
随
従
弥
勒
慈
□
（
尊
）﹇

退
轉
菩
提
行
同
引
□
（
攝
）[

長
徳
四
年
七
月
﹇

（
阿
弥
陀
経
（
藤
原
道
長
筆
））

願
以
手
自
書
此
経
﹇

樂
浄
土
随
従
弥
□
（
勒
）﹇

退
轉
菩
提
行
同
﹇

寛
弘
四
年
□[

（
法
華
経
巻
第
八
（
藤
原
師
通
筆
）（
京
都
国
立
博
物
館
保
管
））

持
戒
精
進
之
間
所
奉
書
冩
也
六
根
之
内
耳
根
清
浄

依
思
傳
家
女
子
要
樞
願
以
法
華
一
乗
之
功
必
為
龍

華
三
會
之
縁
于
時
寛
治
二
年
七
月
廿
七
日

内
大
臣
師
通

謝
辞調

査
に
あ
た
っ
て
は
、
金
峯
山
寺
様
を
は
じ
め
各
ご
所
蔵
者
、
保
管
機
関
に
は
格
別
の

ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
龍
谷
大
学
教
授
神
田
雅
章
様
に
は
調
査
を
始
め
る
き
っ

か
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
、
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
ふ
じ
た

れ
い
お
／
文
化
庁
文
化
財
第
一
課
主
任
文
化
財
調
査
官
）

（
あ
ら
き

と
み
の
り
／
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
保
存
修
理
指
導
室
長
）
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表1 紺紙金字経一覧 藤原道長筆 紺紙金字経
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奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
二
十
五
号

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物
館

〒
六
三
〇‐

八
二
一
三

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印
刷
・
製
本

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地
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